
　今日の混沌とした社会情勢の中で、芸術文化をとりまく環境もま

たそれとは無縁であるはずがありません。さらには、危機の時代であ

るからこそ、芸術文化の重要性があらためて見直されるべきでしょう。

そうした中で、美術・デザインというジャンルから、新たな価値観を提

案できる、つまり芸術を通して社会に貢献できる人材を育成するの

が芸術大学の使命といえます。 

　名古屋芸術大学のおける「アート＆デザインセンター」とは、美術・

デザイン教育の実験と成果を問う場であるとともに、大学が社会と

接する“開かれた扉”であると考えます。ですから地域の教育文化

施設としての機能も果たすべく、今後ますます多岐にわたる活動を

展開していく所存です。 

　平成15年度の春を迎え、このたびセンターにかかわる学内組織

が発足し、その機関誌として本誌『B!e』を創刊することとなりました。

この媒体もまた、ギャラリーと同様、ひろく学内外の皆さまに、様 な々

芸術文化情報を発信していくものです。学内にとどまらない題材を

得て、鋭意魅力ある誌面づくりに努めてまいります。「アート＆デザイ

ンセンター」と皆さんとを介する媒体として、どうか今後ともご支援を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

　「WITHOUT THOUGHT」つまり「考えない」デザイン

は、人々が生活の中で無意識に汲み取っている何かを、

直感的に伝えます。だから人は、使っているうちにある時 

ふとそのデザインに気づくのです。「あ、そうだよね！」と。 

「WITHOUT THOUGHT」のデザイナーたちは人間の生活 

を見つめなおし、今まで気づかなかった何かをそこに見出し、

必然のデザインを発見するのです。 

 

　分野や文化の異なる企業に所属するデザイナーが、

「WITHOUT THOUGHT」というデザインアプローチを共

有して作り出した作品は、日本はもとより、海外でも大きな

反響を呼び、日本が発信するデザインプロジェクトとして注

目されています。1999年のWITHOUT THOUGHTで

は、自分が所属する企業ブランドの製品になるようなプ

ロダクトを、2000年のWITHOUT THOUGHT 2では、

通勤電車の「つり革」を、2001年のWITHOUT 

THOUGHT 3では、「e-fashion」 

デザインしました。そして2003年2月に 

WITHOUT THOUGHT 4が提案したのは、実用的にして

アートでもあるプロダクト。本展では、初めての試みとして、

第1回から第4回の全作品写真とプロトタイプモデルを展

示いたします。また、会期中、深澤直人氏をお招きし、レクチ

ャーやワークショップ、レセプションなどを予定しています。 

WITHOUT THOUGHT：  
DMN（ダイヤモンド・デザインマネジメントネット
ワーク）機構に所属する企業デザイナーたちと
インダストリアルデザイナー深澤直人の共同企
画によるデザインプロジェクトです。深澤直人が
全体構想とデザインをディレクションし、メンバー
は、相互に触発しあい創造性を継続させながら、
デザインレビューやブレインストーミングを経て、
2ヶ月余りの期間でプロトタイプモデルを制作し、
WITHOUT THOUGHT展を開催しています。 
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　『B!e』というタイトルにはセンター機能が

象徴されています。ギャラリーBEとbeの間に 

『!（surprise）』を加えました。是非、この『!』 

という感覚を大事にしたセンターにしたいもの

です。「開く」というコンセプトで改修されたB棟

を、展覧会やワークショップを行う知的な刺激

の空間、そしてラウンジ・スペースを憩いの場と

して活用して頂きたいと思います。皆さんからの

ご意見、ご要望をお待ちしています。　（江坂） 

○編集後記 

ラウンジ 

現在のB棟（アート＆デザインセンター） 

旧絵画棟B棟 

始動した『アート＆デザインセンター』 特
集

センター長　　　　　　　（美術学部長） 

深澤直人 氏 

春の企画展 

H15年度 
アート＆デザインセンター 
運営委員会メンバー 
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委員長 高橋　綾子 
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 委員 岩井　義尚 

  須田　真弘 
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 学芸スタッフ 江坂恵里子 

アート＆デザインセンター 展覧会スケジュール 

Open 12:00－18:00（最終日は17:00まで）日曜・祝祭日休館　　[ 入場無料 ]  どなたでもご覧いただけます。 

5　7月 

主催　名古屋芸術大学デザイン学部／アート＆デザインセンター 
協賛　（株）国際デザインセンター 
後援　名古屋芸術大学後援会 
協力　ダイヤモンド・デザイン・マネジメント・ネットワーク（DMN）機構 
　　　（株）セントラルグラフィックセンター 

ワークショップ・プレゼンテーションのご案内（要申込み） 
　Part1： 深澤直人デザインワークショップ＋レクチャー＋レセプション 
 会場：名古屋芸術大学　 
 5月24日（土） 
 　ワークショップ 10：00 ― 12：00 X棟2F 
 　レクチャー 13：30 ― 15：30 B棟講議室 
 　レセプション 16：30 ― 18：30 B棟食堂 

　Part 2： プレゼンテーション 
 会場：ナディアパーク デザインセンタービル6F プレゼンテーションルーム） 
 5月31日（土） 13：00 ― 16：30 
申込締切 2003年5月１４日（水）※ただし定員になり次第締切 
お問合せ 名古屋芸術大学デザイン学部　インダストリアルデザイン研究室 
 TEL ・FAX :0568-26-0182

『幼稚園児たちのゲイジツ』展 5月  9日（金） ～ 5月15日（木） BE+be他 

 ここちよいよい展 5月16日（金） ～ 5月21日（水） be 

 春の企画展 『WITHOUT THOUGHT1-4』 招待展 5月24日（土） ～ 6月12日（木） BE+be 

 デンマークの作家たち -公開制作- 5月24日（土） ～ 6月13日（金） Studio 1 

 デンマークの作家たち ～Lis Gram&Marianne Fossgreen～展 6月14日（土） ～ 6月26日（木） BE 

 After Remisen～小品展 6月14日（土） ～ 6月26日（木） be 

 素材の怪物。展　デザイン科 クラフトブロック 6月27日（金） ～ 7月  3日（木） BE+be他 

 名古屋芸術大学 留学生作品展 7月  4日（金） ～ 7月10日（木） BE+be他 

 ex.展　洋画コース 絵画・造形選択コース3年選抜 7月11日（金） ～ 7月17日（木） BE+be他 

 ―絵画とイラストレーションの関係展―　松本圭以子とマツモトヨーコ 7月18日（金） ～ 7月31日（木） BE+be

アート＆デザインセンターのあるB棟は30年間にわ

たって絵画棟でした。 

1998年、新洋画棟の完成に伴ってＢ棟の大
改修が始まります。Ｂ棟を大学全体で利用する文化・

厚生施設として再開発する計画でした。 

 

どんな施設に生まれ変わらせるのか？ 

｢施設利用特別委員会｣を設置し広くアンケート

調査をして要望を募りました。改修計画には積極

的に学生たちのアイデアも取り入れられました。

そして最終的に選ばれたのが学内の中央の場

所にふさわしい誰もが利用出来る文化コンプレッ

クスです。 

 

Ｂ棟は、PH STUDIOの設計で外光を取り入れた

明るい空間に生まれ変わりました。『食堂』『図書館』

『大講義室』そして『アート＆デザインセンター』。

アート＆デザインセンターにはギャラリーBE&be、

レジデンス制作スタジオ、常設展示のスペースも

備えたラウンジ・スペースなどの機能が揃いました。

学内だけでなく社会にも開かれた教育文化施設

が誕生したのです。 

 

2001年、美術文化学科の開設とも連動して、
あらためてハードにふさわしい『アート＆デザインセ

ンター』のありかたについて検討が重ねられました。 

 

『大学内の独立した組織として教育、研究の向上 
と共に、社会の芸術文化活動の発展に寄与する』 
 

2003年4月  
　アート＆デザインセンターは、学内外の文化情報の収集・

発信空間であると同時に、社会に開かれた教育文化施設

として新たにスタートしたのです。 

『B!e』創刊によせて 



ハーレムの美術館 藤松 由美 

トピックス レポート 

「出来事としての美術」-川俣正と藤浩志-　2001年 

西村　正幸（美術学部　版画選択コース） 
高橋　綾子（美術学部　美術文化学科） 
江坂恵里子（アート＆デザインセンター） 

出前卒展『今、出ましたから。』 
2003年3月8日～3月16日 
佐久島にて 

　「名古屋芸大」の暖簾から、とびきりの笑
顔をのぞかせてくれたのは、平成14年度卒業
生の横内奈津実さん。彼女は、「芸術計画演
習」という授業で企画したプロジェクト「出前
卒展」の実行委員長である。卒業間際ではあ
ったが、実践部隊として名乗りをあげた有志
21人が、三河湾に浮かぶ佐久島に、卒業制
作作品を運んで展覧会を開催したのであった。 
　作品搬入作業は、3月7日。大学からトラック
で輸送し、一色町の渡船場でチャーター船に
積み込む。この日は、朝からなんと定期便が風
雨で欠航するほどの悪天候。よりによって、ど
うして。。。とずぶ濡れになって焦る一同でした
が、お昼に風が少しおさまって、いざ出陣！島の世話役のみなさんが、ほんとうに親身にサポートを
してくださった。こうして会場となった「弁天サロン」の和室と、「漁具倉庫」に並んだ作品たちは、
県美術館ギャラリーにあった様子とは、また違った表情を見せている。学生たちも、自分の作品だ
けでなく、展示空間全体への配慮を心得ていた。 
　会期中には、島のみなさんへのお礼の意も込めて、いまや人気ブレイク中の神田山陽さんの講談
をお寺で開催。話芸の粋！とにかくおじいちゃん、おばあちゃんの笑い声と笑顔が最後まで絶えなかっ
た。お見送りは紙コップの灯籠を400個ほど境内の芝生に敷き詰め、さすが芸大生！とお褒めをいただ
いた。民宿では片山宏先生（前美術学部長）の講話と山陽さんも交えての交流会で夜は更けた。 
　学生たちは、自分の作品と自身が島のみなさんに受け入れられたこと、そして率直な感想を聞けた
こと、それぞれに手ごたえを感じていたようだった。私自身は、島のみなさんの好意と期待に支えられて、
リアルに学生と接することができたことに感謝！今だに心が熱くなっている。 

美術学部 美術文化学科　　高橋綾子 

庄司達 
「Cloth-Behind・FORUM」 
フォーラムの園 
2003年3月14日～4月13日 
東京国際フォーラム  アートショップ  エキシビションスペース 

　私の最近の個展のテーマにはBehind（背
後）という言葉を選んでいます。2000年には
強く張った布の長い壁の前方と背後を強調
する演出をしました。2001年には和室内の
タタミの上に敷いた布の上の空間と布の下
のタタミの背後までを予想させる展示をしまし
た。2002年のブライトン大学ギャラリーでは
隣接するにぎやかな街路とギャラリースペー
スの間に、切り抜いた孔の並ぶ布のカーテ
ンを降ろして、双方の空間を同時に想像する
ように配慮しました。 
　今回、東京国際フォーラム内のギャラリースペースのフローリングの床
に着目しました。カエデ材の羽目板の上、一面に敷きつめたオレンジ布の
一部が上に突き上げられて立ち上る光景をイメージし、いくつかの羽目板
が山型になるインスタレーションを行いました。 
　立ち上った板と布の下に現われた床の上に椿などの木の実を置いて、
床面がもしかしたら地面に思えるかもしれないと考えました。 
　布の上を歩いて散歩してくれた人々に、立ち上った板と布の隙間に現
われた床面の背後、中庭へそして東京‐日本へと、想像が続くことを期待し
ました。 

美術学部 造形科　　庄司達 

　私は3月2日から26日まで名古屋芸大との姉妹校であるフ
ランスのエコール.デ.ボザール.デ.ディジョンに滞在し、交換展
として個展を開いてきました。今回はその展覧会の内容を紹
介したいと思います。 個展の会場となった St. Bénigne大聖
堂地下聖堂は1007年建立の由緒ある建造物でロマネスク
様式の円柱に支えられた広大な地下空間は非常に趣きのあ
る特異な空間です。作品は写真をつかったインスタレーション
で、基本的には日本でプリントまでしてそれを現地で組み立ててインスタレーション作品にするという手
法をとりました。出品作品は全部で5点ですが、そのなかの1点を紹介します。 
la prairie 　 床にハーフサイズで撮影した草むらの写真を密着焼きでプリント。それを一枚ずつ切り
離し、地下聖堂の床に敷いていく。約8000枚の小さな写真で地下聖堂の床が覆われました。 
　今回の展示は時間、予算など非常に厳しい条件でしたが、ディジョンの新聞にレビュー記事が掲
載されるなど強い反響がありました。この経験は私に自信と今後の展望を与えてくれたと思います。 
　最後に展覧会の開催に尽力していただいた。ボザール.デ.ディジョンのムッシュウ.フランソワ,ディ
スマンと協力していただいたSt. Bénigne教会の関係者の方々に感謝の意を表します。また両校の
交流がより活発に発展していくことを期待します。 

デザイン学部　　瀬田哲司 

新　中古生活／西春町 
2003年4月5日～13日 
N/N（エヌツー） 

　大学のある西春町、その
中心市街地活性化に向けて、
町と大学の交流事業が、昨
年からスタートした。駅前の
空き店舗を利用したこの共
同プロジェクト、作品や商品
が並んだり、作品の制作の
場所となったり、デザイン事
務所として機能したり、時に
は24時間フル稼働している｡1年前には何もなかった空間が、商店街や
町の人々の協力もあり、さまざまな人が出入りする所となった｡エヌツーは、
西春のNと名古屋芸大のNを2つ合わせたものである｡社会に開かれた大
学として、学生、卒業生が社会へ向けての情報発信の場としても利用さ
れ始めた｡この4月には、4年生が残していったものを格安でリサイクルする
「新　中古生活」を提案し、ほぼ完売した｡今年も、さまざまな企画で、町
と大学にエネルギーを注射予定｡ 

エヌツー責任者　デザイン学部　　平田哲生 

創刊記念鼎談 

『大学ギャラリーの可能性』 
―アート＆デザインセンターからの発信― 

特
集

　激しいスノーストームで着陸までに二時間余を旋回し続けていた飛行機が三度のバウンド

の後、どうにか停止し、無事を喜び合いながらラガーディア空港に降り立った。渦巻く吹雪の

中で小一時間も並び、相乗りタクシーでホテルに着いたのは日付が変わる頃となっていた。

翌日から始まったアメリカ文学会に出席した後、お願いしてあったコロンビア大学の図書館で

の資料収集と確認作業の目途がたった新年四日の午後、ハーレムのスタジオ・ミュージアム

を訪ねた。 

　二年前の後期に英語教材として学生たちと読んだ「アート・ニューズ」誌（2000年5月）の

記事でその存在を知った美術館である。地域住民の寄付とボランティアで運営される美術館

はコロンビア大学の裏門から歩いて半時間ほどの125ストリートに面し、アポロ劇場から数ブ

ロックの繁華街に位置していた。古いビルを改修し、1968年の設立から一貫してアフリカ系

アメリカ人であるため見過ごされてきた美術作

家の発表の拠点として機能してきた。 

　メトロポリタン美術館で唯一の黒人学芸員

であったL.シムズが、彼女の転身を惜しむ声の

ある中、2000年初頭から指揮にあたっている。「二

十一世紀に生きるアフリカ系アメリカ人の女性

として自分自身を見詰め直す機会を展示作品が与えてくれる。ハーレムに生きる人々にとって、

この美術館の存在意義は計り知れない」と語る館長の夢は拡張工事の一日も早い完成との

ことであった。館内で働く若者たちの誇りに満ちた、生きいきとした対応には館長の夢をさらに

発展させるエネルギーが満ちあふれていた。　　　デザイン学部教養部会　教授 （米文学） 

PASSAGES: THE STUDIO MUSEUM IN HARLEMより 

瀬田哲司／EXPOSION  á  DEJION
2003年3月 
St. Bénigne大聖堂地下聖堂 


